




 

 1.腎,肝,代謝異常など血液脂質に影響すると思われる疾患を除く外来患者

129 名について血清コレステロール値を測定した。猶測定法は Zurkowski 変法

によったが,同時に酵素法による値とを比較して,前者は後者に比しやや高値を

示すが,その差は 5mg/dl 程度であった。 

 測定結果 

 乳幼児(n=27)179.3±24.4mg/dl 

 小学生(n=66)168,9±23.7mg/dl 

 中学生(n=36)173.4±27.1mg/dl 

の値を得た。対象は肥満度 20%以内,血清蛋白の異常,貧血などその他の諸検査

に異常がないので健庚小児の総コ値と考えられる。この中 200mg/dl 以上の高コ

血症は乳幼児に 7名,小学生に 8名,中学生に 6名に認めた。 


